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●本製品を使用したことによって生じた動作障害やデータ損失などの損害については、
弊社は一切の責任を負いかねます。
●本製品はBluetooth対応のすべての機器との接続動作を保証したものではありません。
●本製品は一般的な職場やご家庭での使用を目的としています。本書に記載されている
以外でのご使用にて損害が発生した場合には、弊社は一切の責任を負いません。
●医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステム、高い安全性や信頼性が求め
られる環境下では使用しないでください。
●高い安全性や信頼性が要求される機器や電算機システムなどと直接的または間接的に
関わるシステムでは使用しないでください。
●飛行機の通信システムを妨害する恐れがありますので、飛行機で本製品を使用しないで
ください。
●必要以上に長時間の充電はしないでください。
●電池（内蔵型リチウムポリマーバッテリー）は使用状況によって異なりますが、約300～
400回繰り返し充電できます。
●電池（内蔵型リチウムポリマーバッテリー）は消耗品ですので、保証の対象にはなりません。
●十分に充電した電池で使用時間が著しく短くなってきたり、ご使用いただけない場合
は、電池の寿命です。弊社では電池の交換を行っておりませんので、新しい製品をお買
い求めください。
●本製品を長期間使用しなかった場合、内蔵されている電池の性能が低下してしまう可能
性があります。本製品を長期間保存する場合は、月に１回を目安に充電を行なってください。
●本製品が濡れているときは絶対に充電しないでください。感電やショートなどによる
火災や故障の原因となります。
●充電が終わったら必ずケーブルを取外してください。また、十分な充電時間を過ぎても
充電が完了しない場合は充電を終えてください。所定の充電時間を超えて充電した場合、
電池が発熱・発火する危険性があります。
●本製品を使用中に発生したデータの消失、機器の故障などの保証はいたしかねますので、
あらかじめご了承ください。

Ampio G1 VD-6880デバイス名

※パスキーを聞かれた場合は「0000」（ゼロ4つ）を入力してください。

■ 良好な通信を行うために

●他の機器と見通しの良い場所で通信してください。建物の構造や障害物によっては、通
信距離が短くなります。特に鉄筋コンクリートや人間の身体（接触した状態）などを挟む
と、雑音が入ったり通信不能になる場合があります。
●Bluetooth対応のヘッドホン・ヘッドセット・スピーカーなどの音楽・音声機器とマウス・
　キーボードなどを同時に接続し使用した場合、音楽や音声が途切れることがあります。
●Bluetooth接続においては、無線LANその他の無線機器の周囲、電子レンジなど電波
を発する機器の周囲、障害物の多い場所、その他電波状態の悪い環境で使用しないで
ください。接続が頻繁に途切れたり、通信速度が極端に低下したり、エラーが発生する
可能性があります。
●IEEE802.11g/bの無線LAN機器と本製品などのBluetooth機器は同一周波数帯
（2.4GHz）を使用するため、近くで使用すると互いに電波障害を発生し、通信速度が低
下したり接続不能になる場合があります。この場合は、使用しない機器の電源を切って
ください。
●無線機や放送局の近くで正常に通信できない場合は、使用場所を変更してください。

■ Bluetoothについて

●本製品の使用周波数帯では、産業・科学・医療用機器等のほか、工場の製造ライン等で
使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無
線局（免許を要しない無線局）が運用されています。
●本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が
運営されてないことを確認してください。
●万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合
には、使用場所を変えるか、速やかに電波の発射を停止してください。

❶microUSBケーブルを本製品の充電ポートに接続します。
❷microUSBケーブル（Aコネクタ）をAC充電器などに接続します。
　充電中はLEDが赤く点灯します。

❸LEDが緑色に点灯したら充電完了です。

VD-6880

●LDAC、apt-X HDに対応し、Bluetooth経由でもハイレゾ音源の伝送が可能
です。
●AACにも対応し、iPhoneユーザーでも高音質で音楽を楽しむことができます。
●テキサスインスツルメンツ社製の高性能チップ「TITPA6133A2」を使用し
ています。
●DACを搭載しており、テキサスインスツルメンツ社製の高性能チップ
　「TI PCM5102A」を使用しています。
●Qualcomm製「CSR8675」Bluetoothチップを搭載しています。
　信号強度において高い安定性を持っています。
●Bluetooth接続では24bit/96kHzの高い解像度に対応し、有線接続では
32bit/384kHzの高い解像度に対応。
●ハイレゾオーディオロゴを取得し、ハイレゾ音源に対応しています。
●充電式で約10時間の音楽再生に対応しています。
●20kHz～100kHzの幅広い再生周波数に対応しています。
●SPDIF/USB AUDIO/LINE IN/Bluetoothの4つの接続方式に対応してい
ます。

1.特長

3.各部の名称とはたらき

4.充電方法

5.接続方法

2.セット内容

この度は、Ampio G1 VD-6880「VD-6880」(以下本製品)をお買い上げいただき誠に
ありがとうございます。この取扱説明書では、本製品の使用方法や安全にお取扱いいただ
くための注意事項を記載しています。ご使用の前によくご覧ください。読み終わったあと
もこの取扱説明書は大切に保管してください。

最初にご確認ください

安全にお使いいただくために

セット内容

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがあります。
Ampio M1 VS-1880はVencer Co., Ltd.社の取扱製品です。

お使いになる前に、セット内容がすべて揃っているかご確認ください。
万一、足りないものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

②充電用USBケーブル
　（USB A オスーmicroUSB オス）

③3.5mmケーブル①ヘッドホンアンプ

⑤取扱説明書・保証書（本書）④ポーチ

●はじめてご使用になるときは、赤色LEDが緑色LEDに変わるまで充電して
ください。
●必ず付属のmicroUSBケーブルで充電してください。

Qualcomm apt-X HDLDAC

Hi-Res AUDIOAAC 本製品をお手持ちの携帯電話やスマートフォンと接続するには、お手持ちの機器
とペアリングを行う必要があります。

※欠品や破損があった場合は、品番（VD-6880）と
　上記の番号（①～⑤）と名称（充電用USBケーブルなど）をお知らせください。

名称 機能

ヘッドホンジャック ヘッドホンやイヤホンを接続します。

音量を調節できます。

ライン入力ポート イヤホン・ヘッドセットのプラグを挿します。

SPDIF出力ポート 同軸3.5mmケーブルを接続して出力します。

同軸3.5mmケーブルを接続して入力します。

電 源 ス イ ッ チ
(接続切替スイッチ)

電源のON・OFFと接続方法を切替できます。
●Bluetooth：Bluetooth接続
●USB：USB接続
●Audio In：ライン接続
●SPDIF：SPDIF接続
●OFF：電源をOFFにします。
※選択した接続方式のLEDが青色に点灯します。

1

2

3

5

音量調節ダイヤル

充電中LEDが点灯します。4 充 電 L E D

6 SPDIF入力ポート

7

U S B 入 力・充 電
ポ ー ト

USBケーブルでパソコンと接続して音楽を出力した
り、USB充電器と接続して充電ができます。8

USBポート

AC充電器など

USBコネクタ

micro USB
コネクタ

AndroidiOS

❷スマートフォンのBluetoothを「ON」にして「Ampio G1 VD-6880」を選択
します。

※操作画面は参考です。ご使用のスマートフォンのOS、機種により画面は異なります。
※機種により、パスキーを入力する場合があります。
　パスキーを聞かれた場合は「0000」（ゼロ4つ）を入力してください。

❸本製品とスマートフォンとの接続が完了するとLEDが青色点灯になります。

Ampio G1 VD-6880
取扱説明書

ONON ONON

選択選択

選択選択

選択選択

選択選択

（例）スマートフォンとの接続方法

❶電源スイッチをBluetoothに合わせます。
　5～10秒ほどでLEDが青色に早く点滅し、ペアリングモードになります。

※詳しくは接続機器の説明書をご覧ください。

SPDIF Out SPDIF In Line In

USB In

SPDIF Out SPDIF In Line In

USB In

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

＜上面＞

＜底面＞

2 341

5 6 7 8

充電ポート

Bluetooth接続

❹本製品のヘッドホンジャックにヘッドホンなどのプラグを挿して、
　スマートフォンで音楽を再生してください。

ヘッドホンなど

3.5mmミニプラグ

電源スイッチ

ヘッドホンジャック

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①ヘッドホンアンプ
②microUSBケーブル
③3.5mmケーブル

1台
1本
1本

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・
1個
1部

④ポーチ
⑤取扱説明書・保証書(本書)



SPDIF Out SPDIF In Line In

USB In

SPDIF Out SPDIF In Line In

USB In

SPDIF Out SPDIF In Line In

USB In

SPDIF Out SPDIF In Line In

USB In

1.保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保
証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理いたしますので、保
証書を製品に添えてお買い上げの販売店までお持ちください。

2.次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　⑴保証書をご提示いただけない場合。
　⑵所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
　⑶故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
　⑷故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
　⑸天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷の場合。
　⑹譲渡や中古販売、オークション、転売などでご購入された場合。
3.お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修
理もお受けいたしかねます。

4.本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はそ
の責を負わないものとします。

5.本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての補償は
いたしかねます。

6.本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に
関わる設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組
み込みや使用は意図されておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、
社会的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。

7.修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8.保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9.保証書は日本国内においてのみ有効です。

Q. 接続やペアリングが突然できなくなった。
A. 本製品と機器の電源を両方とも一度切ってから、再度ペアリング・接続を行ってください。

Q. 本製品とデバイスの通信距離は？
A. 10mまでです。間にコンクリート壁などの障害物があると、通信距離は短くなります。

Q. 他のBluetooth使用者によって通信内容を傍受されますか？
A. いいえ。ペアリングによって通信が保護されます。

Q. 使うたびにペアリング作業をする必要がありますか？
A. いいえ。基本的には初回だけです。電源を切っても、ペアリングの設定は残りますが、
機器によっては再度ペアリングを行ってください。

適 合 規 格

※実際の通信距離や使用時間は使用環境や使用状況によって異なります。

Bluetooth Ver.5.0(CSR8675)
※Bluetooth Ver.4.2/4.1/4.0/3.0/2.0/1.2
　対応機器との接続も可能です。

伝 送 方 式 FHSS

対 応 コ ー デ ッ ク SBC、AAC、apt-X、apt-X HD、LDAC

PCMサンプルレート 最大384kHz/32bit

L D A C 解 像 度 96kHz/24bit

U S B 出 力解像度 96kHz/24bit

S P D I F 解 像 度 192kHz/24bit

L I N E I N 解 像 度 96kHz/24bit

ヘ ッド ホ ン 出 力 90mW+90mW/16Ω

A M P TI TPA6133A2

D A C TI PCM5102A

再 生 SNR 112dB

サ イ ズ ・ 重 量 W98×D62×H21mm・136g

電 源 内蔵型リチウムポリマーバッテリー

充 電 時 間 約2時間

連 続 使 用 時 間 動作時間：10時間、待受時間：110時間

入力インターフェース

対 応 機 種

出力インターフェース

SPDIF、
microUSBコネクタ メス、
3.5mmステレオミニジャック
Bluetooth 

SPDIF、
3.5mmステレオミニジャック

周 波 数 帯 域 20Hz～100kHz

通 信 距 離
最大約10m
※理論値です。実際の通信距離や使用時間は
　使用環境や使用状況によって異なります。

送 信 出 力 Class2 ※Class1の機器との接続も可能です。

対応プロファイル A2DP

＜Bluetooth仕様＞

7.仕様

9.保証規定

8.よくある質問5.接続方法(続き) 6.スリープモードについて

❷付属のmicroUSBケーブルのmicroUSB側を本製品に、USB A側をパソコン
に接続してください。

❷3.5mmステレオミニプラグを本製品底面の「Line In」に接続し、反対側を
　オーディオ機器に接続してください。
※ケーブルは付属していません。

ver.1.0

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10 -1サンワダイレクト
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

BJ/BC/YHDaU

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。

ON ON

選択

選択

選択

選択

❶電源スイッチをUSBに合わせます。LEDが青色に点灯します。

❶電源スイッチをSPDIFに合わせます。LEDが青色に点灯します。

保 証 書

お客様 ・ お名前 ・ ご住所 ・ TEL
販売店名 ・ 住所 ・ TEL

シリアルナンバー

お買い上げ年月日　　年　  月　  日保証期間 6ヶ月

型 番: VD-6880

USB接続

ライン接続

SPDIF接続

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

電源スイッチ

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

電源スイッチ

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

電源スイッチ

❶電源スイッチをAudio Inに合わせます。LEDが青色に点灯します。

microUSB
コネクタ

USB Aコネクタパソコン

テレビなど

アンプ付きスピーカー

オーディオ機器

3.5mmステレオミニプラグ

3.5mmステレオミニプラグ

電源をONにして、何もしない状態が10分間続くと、スリープモードになります。
スリープモードになると各接続方法のLEDが青色に点滅します。接続中は青色に
点灯します。

●各種端子に対応したオーディオ機器、各種パソコン、
テレビなど

●Bluetooth対応のスマートフォン・パソコン・オーデ
ィオ機器
※A2DP(音楽再生)に対応していること。
※パソコンがBluetoothに対応していない場合は
Bluetooth USBアダプタをお買い求めください。
※Bluetooth Ver4.0/3.0/2.1/2.0/1.2対応機器
との接続も可能です。
※Class1の機器との接続も可能です。

❸本製品のヘッドホンジャックにヘッドホンな
どのプラグを挿して、パソコンで音楽を再
生してください。

❸本製品のヘッドホンジャックにヘッドホンな
どのプラグを挿して、オーディオ機器で音
楽を再生してください。

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

ヘッドホンジャック

SPDIF
Charge

Audio In

USB

Bluetooth

OFF

ヘッドホンジャック

（例）SPDIF入力・オーディオ出力の接続図

（例）SPDIF入力・SPDIF出力の接続図

3.5mmステレオミニプラグ

3.5mmステレオ
ミニプラグ

3.5mmステレオ
ミニプラグ

3.5mmステレオミニプラグ

同軸3.5mm
ケーブル

RCAコネクタ

テレビなど

同軸3.5mm
ケーブル

RCAコネクタ

RCAコネクタ スピーカーオーディオ
アンプ

同軸3.5mm
ケーブル この商品はVencer Co., Ltd.,社製の製品の

取り扱いです。

本製品は、サンワサプライ/サンワダイレクト品ではなく
Vencer Co., Ltd.,社製「Ampio」ブランド「VD-6880」となります。
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